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付
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な
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則
七
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狻
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*
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も
亦
法
律
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翁
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に
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多
數
決
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ら
ざ
る
ベ
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あ
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總
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ぅ
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‘總
#

M

の
四
分
の
三
以
上

.

I1

ジ

®
員
.
孔

■席
1
れ
妹
常
に
全
員
一
致
に
よ
ら
ず
し

.
て
解
散
の
決
：議
を

’爲
す
を
得
べ
き
な

6
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又
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.有
す
る
も
の
な

6

然
ら
ば
可
故
朱 

主
.

會
R

於
け
る
多

.數
：意
見
：と

.

云
，は
す
€

て
株
無

*

の
決

*

ビ
云

a

«
院
に
於
け
る
多
數 

意
見
，ビ
云
は
ず
し

v

議
院
の
決
議
と
云
ふ
か
と
い
ふ
に
吾
人
の
信

ず

る
所
に

i

れ
ば
一
一
個
の 

'现
由

.あ
h

一
 

.は
用
語
の

.

.節
明
を
欲
す
る

乙

と

^

し
.て
他
の
一
，は

多
»

拿
見
が
全

#

を
#
車
す 

る
.
の
力
あ
る
こ
と
即
是
な

.

.り
多
數
意
見
は

.
’以
て

.少
數
者

'に
.同
，一
韋
見

.を
强

'
ふ
'る
を
得

.

.中

.
ノ
レ
雖 

も
之
を
織
束
す
る
を
得
ベ

し

斯
の
如

'
く
多
數
意
見
を
以
て
全

.
團
'
.體
.
.員
I:

玀
束
す
る
こ
と
；は
決 

議ヘの

.

}
.特
質
と
見
：る

を

得

：へ
し
此
，*

束
.

^
な

き
も

の
.は
.多

數

拿
#

と

雖
名
：
以
：て
.
決
：織
ビ
稱
す 

へ
力
ら
中
伙
へ
ば
：或
國
•に
於
て
非

.戰
論
者
が
主
戰
論

«

に
比
し
て
.多
數
を
占
む
る
も
之
に
よ 

b

て
.
主
戰
論
着
を

.職
束
す
る

.の
力
無

■な

き

が

故

之

を
#

V
3
'

決
議
ビ
：稱
す
る

.を
：得

ざ

る

な
h

.'
:

決
一
敬
の

‘糨
朿
力
は
決

®

の
生
，t

る
場
合
に
ょ

.
り

て

同

：じ

.
か.
ら

ず

：決

議

は

其

，議

.
決

11
體
を
織 

束
す
る
場
合
あ

&
例
.
へ
ば
合
議
裁
判
所
に
於
け
る
判
事
の
決
饑
は
直
ち

it
判
決
ビ
し
て
の
效 

力
を
有
せ
ざ
る
も
之
に
ょ

 
>
て.
決
議
に
參
與
せ
し
判

®
に
對
し
總
て
其

.
決
議
を
判
決
..
ビ
し
て 

成
立

.
せ
し
む
ベ

&
義
務
を
生
ず
又
理
事
取
締

‘役
^

の
法
人
の
事
務
又
は
會
»
の
業
務
に
關
す 

る
決
議
は
版
ち
に
法
人
文
は
食
祉
に
對
し
て
效
力
を
生
發
ざ
れ
ど
も
取
締

「

役
现
事
#

の
全
員 

i
擎

^
其
汉
議

1 :
從

a

て
業
務
又
は

«

務
を
執
行
す
る
の

«

務

? :
負
は
し
む

M
合
の
業
務
執 

行
員
の
爲
す

.
決
，
も

.
亦
，之
と
同
：

1

な.
h
组
合
良
の

.
決
議

.
も
亦
同
じ
く
組
合
馬
の
全
員

5

束 

す
る

.
の
效
カ
を
注
ず
又
決
國
が
議
決
團
體
を
含
む
所
の
之
ょ
レ
も
尙
一
層
翁
，園
の
廣
き
園
體 

を
韉
束
す
る
こ
ビ
あ

b
又
議
決
圆
體
以

..外
の
第

S
潜
は
對
し
て

.
效
力
を
生
ず
る
こ

.V
J

あ
ら
帝 

國
議
俞
ク
各

^
の
汉
滕
は
淋
合
し
セ
國
象
に
對
し
協
賛

■な
る
效
カ
を
生
じ
社
員
徳
ヘ

12

又
は

^

‘
 

主
總
會
の
決
議
は
直
ち
に
法
人
又
は
法
人
の

.
機
關
に
對

.
し
て
織
.來
カ
を
生
じ
僙
權
著
集
會
に 

於
け
る
決
議
は
集
會
に
出
席
せ
ざ

6
し
債
權

.
者
を
も
親
束
し
又

.
親
族
畲
の
決
議

.
は.

f

に
後 

見
人
を
職
束
し
或

ft
後
見
人
の
行
爲

I:
對
む
同
意
な
る
效
果
を
生
じ
其
他
親

.
族.
會
以

外

の
者 

に
聖
し
て
效
力

5r

有
.す

..る

Z
と
.
M、
る

多

し
.
.
，
：

'
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弓
、

右
に
述
た
る
が
如
く
決

_

の
效
力
は
必

レ

も

一
な
ら
す
蓋
し
法

.律

.上
の
決

S

こ
^

て
' .
P

何 

f

效
力
を
之
に
附
與
す
べ
き
か
は
固
ょ
々
法
律
の
任

«

た
>
 
決
議
.
が
_
決
圈
體
を
玀
来
す 

乃
や
其
以
外
の
も

の
：を
驟
柬
す
る
や
如
何
な

る

，
方
法
を
以
て

»

來
す
る
や
は
法

#

の
定

o

る 

所
R

依
ら
ざ
.る
可
ら
ざ

る

t' 

»
n
x 

/
:

.

.

.
四

G

法

- A
の
議
汉
•機
關
の
決
議

^

付
き
次
の
如

&

說
あ

6

(

ィ)
，

決

«
は
法
人
の
意
猫
を

構

成
す(

平
.沼

博
士

-K
法
總
論
一
‘一

一
一
一一
頁
松
岡
博

士 
M
法
總
則 

三
〇
五
頁
靑
本
博
士
會
社
法
四
四
九
炅
松
本
博

±

會
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法
_

義
三
こ
一
一
頁
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e
c
h
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e
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此
說
は
法
理
上
ょ
々
云
へ
ば
正
確

.k

あ
ら
ず
意
思
は 

啦
自
然
人
の
み
之
を
有
し
得
べ
き
の
み
故
.に
法
人
が

®
思
を
有
す
^
云
ふ
は
臶
に
自
然
人
の 

意
思
を
以
て
法
人
の
意
思
の
如
く
看
做
す
に
過
ぎ
す
斯
の
如
&
擬
制
は
事
實
上
に
於
て
は
吾 

人
の
見
聞
す
る
所
な

6

例
べ
ば
或
會
社
の
株
主
總
會
に
於
て

H

場
の

it

_
を
決
鏃
し
た
な
ビ 

せ

ば

某

會

祉

は

エ

場

を

增

設
せ
ん

と

欲

す

ビ

い

ふ

の

類

な
ぅ

然

れ

ど
も
是
唯
實
際

R

於
け
る 

便
$

上

の

發
表

方

法

に

過

ぎ

ず
#

の

如

§

擬

制

は

法

雜

.上

荐
在
す
る

に

あ

ら

ず

又

其

必
要
も 

或
.&

な

A
V法

律

上

よ
6

云
へ

ば

總

會

の

，決

議

は

會

祉

ね

對

し

て
效

カ

を

生

ず

る
も
の

t

す
れ

ば
可
な

6

五
口
人
は
株
主

*

會
の
決

>
議
，は
决
議
ビ
し
て
會

tf
c

又
は
會
社
の
一
；，他

の

機

：關

に

球

し

て
 

效
カ
を
生
中
る
も
の
に
し
て
決

.議
，は
會
社
の
最
高
意
，思

な

る

が

故

會

社

の

他

の

機

關

を

拘

束 

1

る
.
も
の

rc
#

す
と
信
す
決

_

は

,#
*

の
最
高
意
思

夺

ク

ビ

い
ふ
は
：*

俗
.
の
思
想

R

非
ず
ん 

ば
比
喻
的
の
語
の
み
之
を
以
て
決
識
の
法
律
上
の
*
質
を
說
明
せ
る
も
の
と
い
ふ
を
得
ざ
る 

な
り

(
E
i
t
z
b
a
&
e
r
)

 

S
,

 3
2
)

0 

(

ロ)

決
議
は
社
員
全
體
の

|總
意
を
形
成
す

(

川
名
博

±

民
法
總
論
ニ
：ニ
ニ
頁
松
岡
陴
士
前
揭 

三 Q

 
五

M
松
本
博
士

 
爾
揭
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一
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C

正
確
な
る
說
明
に
あ
ら
す
通
俗
的
思
想
の
說
明
ぐ
し
て
は
或
は
可
な
ら
ん
も 

.疋
恥
な
る
法
律
上
の
說
明
と
い
ふ
を

,#
ざ

る
な
办
、法
人

.
の
«

,決
機
關
は
は
必
す
し
も
社
員
全 

體
ヵ
出

.席
す
る
も
の
に
あ
ら
す

it
出
席
し
た

る

' 社
.
S

常

に

全

.員

一

致

を以

て
.
決

議

を

爲

す 

，
の

ー

あ

ら

ず
.
B

ち
^

議
は

a

員
全
低
ょ
ぅ
見
れ
ば
其
の
一

.

部
分
の
：意
見
の
發
表
に
す
ぎ
す 

然
る
.
に
其
一
部
の
意

.
思
々
以
て

»

員
全
體

.

.0

勰
意
を
形
成
す

M

ふ
を
得
ぎ
.る
べ
し
說
く
者 

日

ぐ

社

員

全

體
0

總
意
せ
は
掘
>
 

の
社
員
全
部
め
意
思

(

の
集
合
i

た

る
も

0

に
あ
ら
中
之
と 

異
&

た
.
る
，全
'體
.
の
意
思
^

.
々

故

に

中

に

反

對

葸

見

を

有

す

る

、教

あ

る
を
妨
げ
妒
ビ
然
れ
ど
も

f

•#(
H

iD
.

論
別
私
法
上
に
於
け
名
狹
諸
の
件
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此

說

•§
は
明
か

R

擬
制
：に
基
く
も
の
な

i

.
韋
思
碎
自
然
人

‘
の
' 
み
之
を
有
し
得
べ
く
個
々
の

'
自
'

然
人
以
外
に
其
集
合
し
た
る
侧
體
に

.特殊
の
，意
思
を

.認
ひ
る
は
即
ち
無
を
有
：ど
す
る

擬
制

R 

過
ぎ
ず
擬
制
必
ず
し

‘も
不
可
な
、

b
ず
と
雖
も
法
律
上
に
於
て
擬
制
を
認
む
る
に
は
法
律
に
規 

定
あ
る
か
然
ら
ず
ん
ば
法
親
の
解
釋
上
之
に
•對
す
る
充
分
の
必
要
あ
名
場
合
な
ら
ざ
る
可
ら 

ず
然
る
に
決
議
が
社
員
の
總

.意
な
る
こ
ど
は
吾
國
の

.私
法
上
何
れ
に
も
其
颯
定
を
«
見
す
る 

能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
斯
の
如
き
，說
明
は
法
人
の
規
定
の
解

.釋上
何
等
の
必
要
な

.
&な
ぅ

^

-f 
i
れ
ば

'̂
議
は
祉
員
の

«
意
な
る
も
可
な

P
又
た
總
意
な

>
bざる
も
可
な
り
畢
竟
す
る

て 

罟
國
の
法

#
制

.度
と
何

.等
關
係
す
る
所
な
き
無
用
の
冗
語
の
み
、

A
I
V戚は
決
議
は
識
員
全
體
い
の
ハ

—
爲
と
見
る

...
ベ
き
も
の
に

..
し
て
法

#
行
爲
，の

*0
1
則
に
赞
す 

る
一
大
變
例
を
爲
す

rfレ
主
張
せ
り

(

神
芦
博
士
八
八
頁

)

吾
法
律
上
の
用
諝
は
斯
の
如

S
思
想
に 

基
き
て
使
用
■せ
ら
れ
る
の
觀
あ

k
例
へ
ば
社
員

.總
會
の
決
議
親
族
會
.の
同
意
と
云
ふ
が
如
し 

此
坳
合
に
決
議
は
社
員
總
會
其
も
の
即
出
席
し
た

.る社
員
の

.
"
全
員
が

.之
を
爲
し
、親
族

#
の
同 

意
は
親
族
會
員
全
員
が
之
を
爲

•す
や
の
威

‘あ
り
然
れ
ど
も
吾
人
.の

#
に
て
は
決
■淺

i
決
幾」

、

賛
诚
せ
し

®

員
の
み

.が
•
之
.を
爲
し
親
族
會
の
同
意
も
亦

_
 
M

.

.

0

.

員
‘
の
內

‘同
M

i

與 
<

 

た
る
も

'
.
'
I
V
'

.
:
.
:
晴

の
.
、
み
が
之
を
爲
す
も
の
に
し
て
法
律

^

右
の
如
き
用
語
'を

使

用

せ

る

は

法

文

の

節

明

を

欲 

す
る
が
爲
め
に
し
て

1

部
の
意
思
表
示
を
全
部
の
行
爲
ビ
看
做
し
た
る

R

あ
ら
す
と
信
ず
蓋 

し「

株
主
總
會
に
於
て
、各
株
主
の
議
決
權
を
一
個
ビ
計
算
し
て
得
た
る
：多

®

意
見

/
親
族
.會
員
全 

長
の
過
半
數
の

1
同
意

」

な
る
語
の
代

A

に「

株
主
總
龠
の
決
議』「

親
族
會
の
同
意」

な
る
語
を
用
ふ
る 

の
遙
か
に
正

.
確
に
し
て
簡
明
な
る
を
得
る
に
若
か
ざ
れ
ば
な

i

凡
そ
®

^

的
生
活
に
あ
^N

て
は
多
數
の
意
見
が
少
數
の
意
見
に
對
し
て
優
：勝
的

^'
力
を
有 

1

る
乙
と
條
理
に
合
す
る
も
の
な
ぅ
少
數
の
意
見
を
输
て

 

>

 

多
數
の
意
見
を
採
る
こ
と
は
即 

ち
少
數
の
横
暴
に
對
し
て
多

.

數
.

の
利
益
を

.

保
識
す
る
こ
と
な

6

多
數
の
意
見
は
#
數
の
宜
皂 

な
る
が
爲
め
に
之
に

I

定
の
效

.

力
を
附
與
し
て
可
：な
む
何
を
苦
し
ん
で
か
多
*
の
意
見
は
即 

ち
全

®

の
意
見
な

b

ど
が
多
數
の
行
爲
は
即
ち
全
體
の
行
爲
な
ぅ

ビ

か
汪
囘
の
說
明
を
爲
す 

の
要
あ

6

ん
や
.
殊
に
法

#

は
其
欲
す
る
所
に
其
欲
す
る
所
の
效

.

カ
を
附
與
す
多

.

數
の

1

見
に

效
カ
を
與
ふ
る
も
少
數
の
意
見
に

.錄
力
を
輿
ふ
る
も

(

少
數
株
主

.權
の
，如
く

)

其
欲
す
る
，所
に
あ

b 

(
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b
a
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h
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